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次の学習指導要領にも記載されそうな勢いのウェルビーイング。大人でも子供でも、心が元気だった

り、心が幸せだったりしたいものです。ですから、これからの学校では、ウェルビーイングの考え方はと

ても大切なのです。前回の朝会は、「ありがとうの心」。今回は「ありのままにの心」です。 

 

皆さんは友達のことが気になりますか。「あの子は○○なことができる。いいなぁ」なんて思うことはありません

か。先生も「教頭先生のように仕事ができたらいいのになぁ」「佐藤先生のようにテキパキと仕事できたらいいの

に」と思うときがあります。でもね、人と比べることなんてしなくていいんだと思います。だって、自分は自分なん

ですから。自分にできないことがあっても気にする必要はないし、それを残念に思うこともしなくていいのです。

皆さんには皆さんのよさがあるのです。 

日本には１億３０００万人くらいの人がいますし、世界を見たら７０億人以上の人がいます。その人たちを全

員あなたのことを好きにさせるなんて無理ですよ。自分のことを好きなじゃない人だっているのですから、自分

は自分でいいのです。皆さんにできないことがあっても、あなたの責任ではないし、誰のせいでもありません。そ

して、そんなことであなたの価値は変わりません。 

ちょっと先生方にインタビューしてみましょう。「自分のよいところを伸ばすためにはどんなことをしたらいいで

すか？」A先生いかがですか？「よいところを伸ばすためには、自分のよいところを見つけることが大切だと思い

ます。」「そのとおりですね。自分のよいところの発見。大切だね。」では、もう一人にインタビューしてみましょう。

「先生にはどんなよいところがありますか？」B先生はどうですか。「早起きをしていることです！」「素晴らしいよ

さです。」 

皆さんのよさを見つけることは難しいことではありません。今、先生が話してくれたように、普段の生活でがん

ばっていることや続けていることもあなたのよさなのですよ。 

「ありのままに心」大切にしてくださいね。 

ウェルビーイング 朝会編 第２弾 

ウェルビーイングについては「ありがとう」「ありのままに」「な

んとかなる」「やってみよう」の４つの心を子供たちに話してい

こうと思います。少しでも子供たちの心に届くといいなぁ。 


